
文
学
論
叢
第
百
輯
刊
行
に
あ
た

っ
て

愛

知
大
学
文
学
論
叢
第

一
輯
が
発
刊
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
十
四
年
十

一
月
十
五
日
、
本
学

の
開
学
三
周
年

の
創

立
記
念
日
そ
の
日

で
あ
る
。
こ
の
年

の
四
月
、
学
制
改
革
に
よ
る
新
制
大
学

へ
の
移
行

に
際
し
て
文
学
部
が
増
設
さ
れ
、
以
後
、
星
霜
四
十
有

二
年
、

研
究
に
、
教
育
に
弛
み
な
き
歩
み
を
続
け
て
来
た
。
創
設
時

の
文
学
部
長
秋
葉
隆
先
生
は
第

一
輯

「発
刊

の
辞
」

の
冒
頭
に
次

の
よ

う

な
文
章
を
書
か
れ
て
い
る
。

「大
學
の
使
命
が
學
問
の
研
究

眞
理
の
探
求
に
存
す
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な

い
。
し
か
し
、
研
究
さ
れ
た
業
績
、
探
求
さ

れ
た
成
果
は
、
こ
れ
を
何
等
か
の
形
で
発
表
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
本
質
的
意
義
を
発
揮
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
で
あ
ら
う
。

從

つ
て
、
大
學
が
し
か
る
べ
き
研
究
発
表
の
機
關
を
有

つ
て
、
眞
に
學
問
的
な
雰
團
氣
を
醸
し
出
す
こ
と
は
、
學

の
殿
堂
と
し
て
の

責
任
で
あ
り
、
教
育
の
上
か
ら
も
好
ま
し
い
こ
と
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。」

こ
こ
に
は
学
術
研
究
誌
発
刊
の
基
本
理
念
と
そ
の
気
概
が
余
す
所
な
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
以
後
、
わ
れ
わ
れ
が
経
験
し

た
四
十
数
年
は
、
前
代
未
聞

の
年
月
で
あ
り
、
日
本
の
経
済
の
急
速
な
成
長
と
、
科
学
技
術
の
目
覚
ま
し

い
発
展

に
追
わ
れ
た
、
ま

こ
と
に
目
ま
ぐ
る
し
い
春
秋
で
あ

っ
た
。
高
度
成
長
は
豊
か
な
社
会
を
齎
し
、
科
学
技
術
の
進
歩
は
生
活
の
便
宜
を
向
上
さ
せ
る
。

し
か
し
日
本
社
会

の
繁
栄
は

一
方
で
は
国
際
的
不
協
和
音
を
醸
し
、
機
能
優
先

の
社
会
は
福
祉
政
策

に
お
け
る
弱
者
切
り
捨
て
等
、

負

の
面
を
露
わ
に
す
る
。
過
剰
生
産
と
飽
食

・
使

い
捨
て
、
医
療
技
術
の
進
歩
と
脳
死
問
題
、
自
動
車
社
会
と
大
気

汚
染
、
特
に
地



球
規
模
で
の
汚
染
と
環
境
破
壊
は
か
け
が
え
の
な
い
地
球
の
未
来
に
と

っ
て
死
活
の
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
社
会

王
義
体
制
の
崩
壊

が
、
バ
ブ
ル
経
済

の
崩
壊
が
問
題
な
の
で
は
な
い
。
人
間
と
い
う
存
在
の

一
人

一
人
の
尊
厳
を
軽
視
す
る
組
織
的

・
体
制
的
思
考
方

法
が
問
題
な
の
だ
。
更
に
言
え
ば
、
人
間
を
取
り
巻
く
あ
ら
ゆ
る
生
命
の
存
在
を
軽
視
す
る
思
想
が
問
題
な
の
だ
。
そ
の
よ
う
な
時

代
に
あ

っ
て
、
愛
知
大
学
文
学
会
を
構
成
す
る
諸
分
野
の
如
き
、
哲
学
、
思
想
、
宗
教
、
心
理
、
社
会
、
教
育
、
人
類
、
民
俗
、
歴

史
、
地
球
、
文
学
、
語
学
と
言

っ
た
人
間
存
在
の
条
件
と
根
本
を
問
う
人
文
科
学
諸
分
野
の
教
育
研
究
の
緊
急
か

つ
重
要
性
は
増
大

こ
そ
す
れ
、
決
し
て
軽
視
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

従

っ
て
、
愛
知
大
学
文
学
論
叢
も
草
創
期
の
こ
の
基
本
理
念
と
気
概
を
再
確
認
し
て

「わ
れ
わ
れ
の
學
問
的
協
力
の
成
果
の

一
端

を
江
湖
に
贈
り
」

(発
刊
の
辞
)
続
け
る
こ
と
が
何
よ
り
も
肝
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
所
で
、
右
文
章
に

「加
ふ
る
に
、
夜
間
別
科

の
開
講
、
名
古
屋
分
校
の
開
設
、
短
期
大
學
部
の
準
備
な
ど
、
相
次

い
で
発
展
す
る
學
内
の
膨
張
の
た
め
に
、
教
授
諸
君
の
勤
務
は

文
字
通
り
書
夜
兼
行
東
奔
西
走
の
忙
し
さ
」
と

い
う
興
味
深
い
指
摘
が
あ
る
。
学
内

の
情
況
は
あ
ま
り
変
わ

っ
て

い
な
い
、
否
、
そ

れ
以
上
で
あ
る
。
五
学
部
の
増
設
、
中
国

・
文
学
両
研
究
科
開
設
と
い
う
悲
願
の
成
就
に
太
平
の
夢
を
貧
る
暇
も
あ
ら
ば
こ
そ
、
こ

こ
に
大
学
冬
の
時
代
、
目
前
に
控
え
て

「逆
風
を
順
風
に
変
え
る
」
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
努
力
が
必
要
な
時
期
に
わ

れ
わ
れ
は
当
面
し

て
い
る
。
即
ち
草
創
期
の
産
み
の
苦
し
み
を
わ
れ
わ
れ
は
何
倍
か
し
て
再
び
経
験
し
つ
つ
あ
る
と
言
え
よ
う
。
会
員
諸
賢
の
御
奮
起

と
御
鞭
捷
を
お
願

い
す
る
所
以
で
あ
る
。

第

一
輯
発
刊
の
辞
は
次
の
如
く
締
め
括
ら
れ
て
い
る
。

「わ
れ
わ
れ
は
尚
ほ
こ
の
文
學
論
叢
第

一
輯
を
も

つ
て
、
わ
が
文
學
部
の
生
誕
を
祝
し
、
遙
か
な
る
學
問
の
道
を
行
く
わ
れ
ら
の
、

來
し
方
を
顧
み
、
行
く

へ
を
望
む
、

一
つ
の
道
標
と
も
し
た
い
と
思
ふ
。」



「第

一
輯
」
を

「第
百
輯
」
に
、
「文
学
部

の
生
誕
」
を

「文
学
会
の
未
来
」
に
、
置
き
換
え
さ
せ
て
頂
い
た
上
で
、
右
文
章
を
借

用
さ
せ
て
頂
ぎ
、
な
お
ま
た
、
百
輯
刊
行
を
記
念
し
て
、
特
別
講
演
会

の
開
催
と
記
念
図
書

・
記
念
機
器
の
設
置
が
決
ま

っ
て
い
る

こ
と
を
付
言
し
て
拙
文

の
筆

を
欄
き
た
い
。

平
成
四
年
五
月
吉
日

愛
知
大
学
文
学
会
委
員
長

尾

崎

昭

美

文
学
論
叢
第
百
輯
刊
行
に
あ
た
っ
て

111


